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発表演題名 福井県における平成２１年食中毒発生概要および腸管系病原細菌検出状況

 

発表学会名 平成 21年度地方衛生研究所東海・北陸支部微生物部会 
発表者名 石畝 史 

 

発表日時 平成２２年３月４日 

発表内容 平成 21年に福井県で発生した食中毒は 8件で、患者数は 81名であっ
た（昨年は 14 件、131 名）。病因物質の内訳はカンピロバクターが 3
件、ノロウイルス、ふぐ毒（テトロドドキシン：推定）、キノコ毒が各

1件、および不明が 2件であった。 
 腸管出血性大腸菌感染症は 33件で、感染者数は 43名（有症者 35名、
無症者 8名）であった。感染者数の内訳は O157が 31名（27件）、O103
が 5名（2件）、O26が 4 名（1件）、O8、121 および O145 が各１名
であった。特徴として、稀な血清型である O103、O8 および O145 が
福井県で初めて確認されたこと、および O157の PFGE typeが多様性
を示したことであった。その他の三類感染症の発生はなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


